
ミドルリーダー層の人材育成を目指した

継続可能な研修体制の構築

上山市立中川小学校 小関 英嗣



・上山市は、人口約30,000人。山形県の中でも

多くの観光スポットと豊富なフルーツで有名な

都市。

・歌人 「齋藤茂吉」（文化勲章受賞）

・全国的にも珍しいとされる温泉街と城下町宿

場町の3つを兼ね備えた都市。

１ はじめに 上山城

楢下宿

齋藤茂吉

全国かかし祭り

カセ鳥

ZAO LIZA ・ アスリートビレッジ（NTC)



2 0 1 6 - 2 0 2 0 9 2 . 0% ( - 8% )

2017 - 2021 90 . 8% ( - 9 . 2% )

１ はじめに
人口推移

令和４年度

上山市立小学校 ・・・ ４校

上山小・上山南小・宮川小・中川小

※令和４年度から西郷一小が南小に統合

上山市立中学校 ・・・ ３校

上山南中・上山北中・宮川中

上山市 ２８,９９７人（２０２２）
県３５市町村 ・・ １８番目

１３市 ・・ １１番目



１ はじめに
上山市内教諭の構成について

○経験年数により４つに分類（「指標」を参考）

○アンケート対象者 ・・・ 上山市内小学校教諭

（管理職、養教、事務職員、技能技士を除く ）

①始発期 ・・・ 新採から３年目 概ね２３歳～２６歳前後

②成長期 ・・・ ４年目から１０年 概ね２７歳～３３歳前後

③充実期 ・・・ １１年目から２０年 概ね３４歳～４３歳前後

④組織運営期 ・・・ ２１年目以上 概ね４４歳以上

○次世代を担う「充実期」の層が薄く偏りが大きい

教職員の高齢化に伴う世代交代が進む中、次世代を担う人材の育成は喫緊の課題

上山市内小学校の状況は・・・・



１ はじめに
ミドルリーダーの意識について

【アンケートの結果】

ミドルリーダー層の「学校経営参画意識」や、良い組織作りに貢献する

「チーム運営力」の意識が他年齢層に比べ著しく低い結果が判明

○次世代を担う充実期と
それを補う成長期の人材育成が急務

【チームマネジメント力の能力】
・経営参画意識 ・チーム運営力 ・連絡調整力 ・後輩への指導助言力

校長会として、次世代を担うミドルリーダー層の人材育成のため本主題を設定し研究に取り組んだ



（１）研究のねらい

①次世代を引き継ぐミドルリーダー層の「学校経営参画意識」 「チーム運営力」の向上

②校長会、市教委、各学校と連携した継続的な研修体制の構築

２ 研究の概要について
研究のねらいと方法

（２）研究の方法
令和２年度（１年次）

○研究の概要と方向性の協議
○先進地区の情報収集

令和３年度（２年次）
○事前アンケート実施と分析
○校長会の取り組み

・ミドルリーダー等、中堅等研修会７月・２月
・学校経営研修会８月・９月、個別面接１０月

○教育委員会との連携事業
・教育研究所

○各学校の実態に応じたＯＪＴ
○事後アンケートの実施と分析
○成果と課題の吟味と次年度の検討

令和４年度（３年次）
○研究のまとめと提言



３ 研究の内容

山形県教員「指標」研修キャリアアップシートより作成

アンケートについて



所属 小学校 氏名

ＮＯ．   / /

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

日本及び外国の文化・歴史、環境問題、平和問題等についての
広い知識を持っている。

【始発期】教職初任時～３年がめやす　　　　　　　　　　【様式１】

　　　　　　　　キャリアアップ アンケートシート

回答月日

質　　　　問

悩みや困ったことが生じた場合には、管理職や同僚に相談する
ことができる。

危険発生時の対処要領（危機管理マニュアル）に則り、児童生徒の
安全を第一に考え、事件・事故、災害への的確な対応ができる。

パソコンの使用規程などを遵守し、個人情報の保護等の安全管理に
努めながら資料を作成したり活用したりすることができる。

集計欄

【アンケートの記入方法について】

　①所属・氏名を記入して下さい。

　②各項目に｢おおむね当てはまる｣場合は○を記入し、

　それ以外は「空欄」のままで結構です。

　③集計欄は記入しないで下さい。

　④事前と事後の２回アンケートを実施します。

常に自らの学びを省察し、課題を発見し改善に努める事ができ
る。

高い倫理性の下に、教育公務員として法令及び服務規定を遵守
し、規範意識を持って職務に専念することができる。

同僚と協働することの意義を理解し、問題解決に向けてチーム
で対応することができる。

組織の一員として自己の役割を自覚し、学校の運営に貢献する
ことができる。

保護者や地域等との連携の必要性を理解し、円滑かつ迅速に対
応することができる。

互いの課題や悩みに気づき、支え合う環境を作ると共に、教職
員を積極的に支援することができる。

所属 小学校 氏名

ＮＯ． 　/ /

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

互いの課題や悩みに気づき、支え合う環境を作ると共に、経験
の浅い教職員を積極的に支援することができる。

【成長期】教職経験４年目～１０年がめやす　　　　　　　【様式２】

　　　　　　　　キャリアアップ アンケートシート

回答月日

質　　　　問

互いに相談し合える雰囲気を、率先して作ることができる。

教職員間のコミュニケーションを活性化し、相互理解を促進す
ることができる。

仕事と生活の調和を図り、精神的なゆとりを持って仕事に取り
組むことができる。

地域の一員として地域活動等に参加する事を通じて、地域や他
業種の方々の視点を理解し、多面的な考え方・見方ができる。

管理職や同僚等の意見を謙虚に受け止め、自己を省察し、成長
につなげることができる。

組織の一員として自己の役割を自覚し、学校の運営に貢献する
ことができる。

保護者や地域等との連携の必要性を理解し、円滑かつ迅速に対
応することができる。

危険発生時の対処要領（危機管理マニュアル）に則り、児童生徒の
安全を第一に考え、事件・事故、災害への的確な対応ができる。

パソコンの使用規程などを遵守し、個人情報の保護等の安全管理に
努めながら資料を作成したり活用したりすることができる。

集計欄
【アンケートの記入方法について】

　①所属・氏名を記入して下さい。

　②各項目に｢おおむね当てはまる｣場合は○を記入し、

　それ以外は「空欄」のままで結構です。

　③集計欄は記入しないで下さい。

　④事前と事後の２回アンケートを実施します。



所属 小学校 氏名

ＮＯ． 　/ /

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

【充実期】教職経験１１年目～２０年がめやす　【様式３】

　　　　　　　　キャリアアップ アンケートシート

教師として自己改革の意欲を持ち続け、教育の動向等を踏まえ
つつ、たゆまぬ自己研鑽を行う事ができる。

回答月日

高い倫理性と厳正な服務規律のもと、自らの使命・任務を遂行
し、同僚への助言も行うことができる。

学校を取り巻く状況を把握・分析し、組織の課題を発見するこ
とができる。

質　　　　問

集計欄

会議や研修が効率的に行われるように、参加者の意見や積極的
な取り組みを引き出すことができる。

同僚の特性や強みを見取り、それらを生かしたより良い組織作
りに貢献することができる。

同僚の教育実践の課題について、学び合う意識を持って助言す
ることができる。

安全教育の計画の策定に主体的に参画し、学校の安全に関する
実践を推進することができる。

ＩＣＴ技術の動向や実態を把握し、パソコンの使用規定を整備
する等、安全管理を徹底することができる。

【アンケートの記入方法について】

　①所属・氏名を記入して下さい。

　②各項目に｢おおむね当てはまる｣場合は○を記入し、

　それ以外は「空欄」のままで結構です。

　③集計欄は記入しないで下さい。

　④事前と事後の２回アンケートを実施します。

学校の共通理解の下、外部の専門機関と連携を図ることができ
る。

互いの課題や悩みに気づき、支え合う環境を作ると共に、経験
の浅い教職員を積極的に支援することができる。

所属 小学校 氏名

ＮＯ． 　/ /

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

【組織運営期】教職経験２１年目以上がめやす　　　　　　【様式４】

　　　　　　　　キャリアアップ アンケートシート

月日と回答欄

質　　　　問

高い倫理性と厳正な服務規律のもと、自らの使命・任務を遂行
し、同僚への助言も行うことができる。

集計欄【アンケートの記入方法について】

　①所属・氏名を記入して下さい。

　②各項目に｢おおむね当てはまる｣場合は○を記入し、

　それ以外は「空欄」のままで結構です。

　③集計欄は記入しないで下さい。

　④事前と事後の２回アンケートを実施します。

自らの指導及び助言等を公開し、職員のロールモデルであるこ
とを自覚し、後進の育成にあたることができる。

危険発生時の対処要領の作成に参画し、事件・事故、災害への
的確な対応ができる。

柔軟な発想と企画力、的確な判断力を持ち、全体最適の視点か
ら学校の職務を推進することができる。

学校の運営について、機会を自ら作り出し、管理職に意見を具
申することができる。

組織運営や教科経営に積極的に関わり、学校の教育目標の実現
に向けて工夫改善を行うことができる。

組織全体について、内外の環境要因を見渡しながら、その特徴
をつかみ、強みを活かした教育活動を展開することができる。

保護者、地域、関係機関等、様々な立場の人と協力し、広く情
報を収集したり、適切に情報を発信したりすることができる。

外部との調整の実務担当者として、学校の課題に応じて人的物
的資源を活用することができる。

外部専門機関等を含めた｢チーム学校｣づくりに参画することが
できる。

自分が概ね当ては
まる所に○を記入

各ステージ１０
の質問を作成

事前・事後の○
の数で比較



中堅教員等資質向上研修会 2022.2.10

①校長会の実践

市内小中８校をつないでONLINEで
開催 ※感染拡大防止対策

新教育長による講話

対象者をミドルリーダー層に絞って実施

３ 研究の内容

（３）具体的な取り組み

小中教諭２４名参加（２９名予定）



中堅教員等資質向上研修会

☆君たちはどう生きるか（気合いの自作）

３ 研究の内容

☆ミドルリーダーは校長が目指す学校づくり
の“核：キーマン”である！



中堅教員等資質向上研修会の感想 ※抜粋

【充実期・３７歳男性】

自身が学校の核になること、なっていかなければならないことを強く感じました。学校としてどんな資質・能

力を身につけさせるのかを職員全体で共通理解をする必要があると感じました。

【充実期・３９歳男性】

自分の位置や役割を見極めて取り組んでいきたいと思います。

【充実期・４２歳女性】

自分の立ち位置を理解した上で学校作りの「核」となれるように、今後研鑽を積んでいきたいと思います。



メディア教育研究委員会

○ねらい
①ICTを活用した実践例の

収集・紹介
②効果的なICT活用授業

の研究と校内の普及
③全国研修会伝達講習

○委員・・教諭、講師
小学校５名（平均年齢３０）
中学校３名（平均年齢２７）

②市教委教育研究所委員会との連携

教育研究所「メディア教育」研究委員会

各学校のOJT

○委員の研究・実践
○伝達講習
○ＩCT活用方法の伝達・指導

【各学校のＯＪＴに活用】
①委員による校内ＩＣＴ研修会の企

画・実施
◎全職員の前に立つ経験

②ＩＣＴ活用技術をベテラン教員へ
の指導

◎指導される側からする側へ
◎win-winの関係

メディア教育研究委員会
○実践事例のまとめ
○活用実践報告所を編集し市内８校
へ配布

（３）具体的な取り組み

３ 研究の内容



（３）具体的な取り組み

③各学校のＯＪＴの取り組み例

◇職員打合せ５分間の活用
・職員室だよりで現場と教育法規の関連を指導

◇教職員評価面談等における
キャリアップシートの活用

・具体的な教師像の共有

個人情報の管理と懲戒処分について

学校のＯＪＴ



４ 成果と課題

（１）全体到達度の変容
○全年齢層の全体到達度

事前 ４４．９％
事後 ５２．４％

＋７．５％ 向上

◇始 発 期 ＋ ６．７％
◇成 長 期 ＋ ７．５％
◇充 実 期 ＋１３．５％
◇組織運営期 ＋ ２．２％

○成長期・充実期が他年齢層より向上

全体到達度



（２）ステージ別能力集計の変容

４ 成果と課題 ステージ別能力の成果



（２）ステージ別能力集計の変容

「学校経営参画意識」について

【成長期】

組織の一員として自己の役割を自覚し、学校の運営に貢献することがで
きる。（68.8 → 68.8 ±0）

４ 成果と課題 ステージ別能力の成果

【充実期】

学校を取り巻く状況を把握・分析し、組織の課題を発見することができる
。（30％ → 50％ ＋20）



「チーム運営力」について

【充実期】

同僚の特性や強みを見取り、それらを生かしたより良い組織作りに貢献することが

できる。（10% → 25% +15）

ステージ別能力の成果４ 成果と課題

【充実期】

互いの課題や悩みに気づき、支え合う環境を作ると共に、経験の浅い教職員を積極

的に支援することができる。（20% → 62.5% +42.5）

【成長期】

組織の一員として自己の役割を自覚し、学校の運営に貢献することができる。
（43.8 → 68.8 +25）



成長期の課題

【成長期 豊かな人間性 ・ 教養】

精神的なゆとりを持って仕事に取り組むことができ
る。（37.6% → 31.3% -6.3）

【成長期 豊かな人間性 ・ 教養】

地域や他業種の方々の視点を理解し多面的な考
え方・見方ができる。（31.2% → 37.5% +6.3）

４ 成果と課題

【充実期 連絡調整力】

外部の専門機関と連携を図ることができる。
（40% → 37.5% -2.5）

【 充実期 学校の安全管理】

安全教育の計画の策定に主体的に参画し、学校の安全
に関する実践を推進することができる。

（40% → 37.5% -2.5）

【充実期 チーム運営力】

会議や研修で、参加者の意見や積極的な取り組みを引
き出すことができる。（0±0%）

充実期の課題

ステージ別能力の課題



〇新教育長と校長会の課題を共有できた

４ 成果と課題 校長会の成果と課題

〇教職員評価面談等のキャリアアップシート活用により
お互いが、具体的な求める教師像を共有することができた

●教職員のプラス情報も活発に交換して育成を図る



継続可能な研修体制の構築に向けて５ 提 言

働き方改革の推進 ・ 新しい生活様式 を踏まえた

効果的・効率的な 研修・ＯＪＴの在り方 が問われている


